はか あずか 

今日は 図らず 御 招きに 預 りまして 突然 参上 致し ま 

した 次第であります が、 私 は 元 この 学校で 育った 者で、 

私に とって はこの 学校 は 大分 縁故の 深い 学校で ありま 

す。 にもかかわらず、 今日まで こういう、 即ち 弁論 部 

の 御 招待に 預 つて、 諸君の 前に 立った 事 は 御座いませ 

ん でした。 尤も 御 依頼 も 御座いません でした。 また 

遣る 気 もありませんでした。 ただ今 私 を 御 紹介 下さつ 

はやみ 

た 速 水 君 は 知人であります。 昔 は 御 弟子で 今 は 友達 I 

I いや 友達 以上の 偉い人で あります。 しかし、 知り合 

ではあります けれども、 速 水さん から 頼まれた 訳で も 

ありません。 今度 私が 此処に 現われた の は 安倍 能 成と 



私 は 教師と して この 学校に 四 年間お りました。 のみ 

ならず その 以前に は、 貴方が たのよう に、 生徒と して 

この 学校に —— 何年 間お りました か 知らん —— 落第し 

たと 思つ ちゃい けません。 元々 私は此 所へ 這 人って 来 

たの じ やない。 この 学校が 予備 門と いって 丁度 一ッ橋 

そと かいわい 

外に ありました。 今の 高等 商業の ある 界隈 一面が この 

学校 兼 大学であった。 明治 十七 年、 貴方が たが まだ 生 

れ ない 先、 私 は 其 所へ 這 入った のです。 それから —— 

実は 落第して おります。 落第して 愚図愚図 している 内 

に ， J の 学校が 出来た。 ザ J の 学校が 出来て 最も 新ら しい 

所へ いの 一 番に 乗り込んだ 者 は 私 —— だけで はない が、 



その 一 人 は 確かに 私で ある。 われわれの 教室 は 本館の 

一番 北の 外れの、 今 食堂に なって いる、 あそこに あり 

ました。 文科の 教室で。 それが 明治 二十 二 年 位でした。 

その 時分の 事 を 今の 貴方が たに 比べる と、 われわれ 時 

代の 書生と いう もの は 乱暴で、 よほど 不良少年 という 

きがい 

傾き < によると むしろ 気概が あった。 天下 国家 を 

以て 任じて 威張って おった。 われわれの 年配の 人 は、 

いつも 今の 若い者 はとい うような 事 をい つて は、 自分 

たちの 若い 時が 一 番 偉かった ように 思って いる けれど 

も、 私 はそう は 思わない。 今でも そうは 思わない。 貴 

方が たの 前に 立って こうして 御 話 を するとき は、 なお 



はいけ ない。 それ は 当然の 事です が、 わざわざ 貼り 出 

さなければ ならん ほど 下駄 を 穿いて 歩いて いた ものと 

私 は 考える。 然るに 貼 出しが あって 暫くしても、 私 は 

下駄 を 穿いて 歩いて いた。 或 日の 事、 丁度 三時 過ぎで 

す。 今頃で、 もう 誰もい まいと 思って、 下駄 を 穿いて、 

威張って 歩け と 思って、 ドン ドン 歩いて 行った。 する 

と 廊下 を 曲る 途端に 杉 浦重剛 さんに バタリと 出会 つ た。 

私 は 乱暴 書生で はない。 極く 気の 小さい 大人しい 者で 

ある。 杉 浦さん に 出会って どうしたと 思います。 私 は 

急に 下駄から 飛び降りた。 飛び降りた ばかりで はあり 

ません、 飛び降りて いきなり 下駄 を 握って 1 目 散に 逃 



リ ま ^9 

それから 此 校に 二 年ば かリ おって、 大学に 入って、 

大分 御無沙汰 をして、 それから 外国に 行きまして、 外 

ま ここ にしき 

国から 帰って来て、 復た此 校へ 這 入った。 故郷へ 錦 

を 着る という ほどで もない が、 まあ 教師に なって 這 

入った。 そうして 初めて 教えた のが、 今い う 安倍 能 成 

君ら であります。 此校を 出て、 大学 を 出て、 諸方 を 

迂路つ いている 時に 教えた のが、 此処に いる 速 水 君で 

あります。 速 水 君 を 教える 時分 は 熊 本で 教員 生活 をし 

ひょうはくせ い 

てお つた 時で 漂泊 生で ありました。 速 水 君 を 教えて 

いた 時分 は 偉くなかった、 あるいは 偉い 事 を 知らな 



かった か、 どっち かでしょう。 とにかく 速 水 君 を 教え 

た 事 は 確かであります。 形式的に。 無論 偉くない 人 だ 

ほんとう 

から 本統に 啓発す る ほど 教えなかった が、 教場に 立つ 

て 先生と 呼ばれ、 生徒と 呼んだ こと は 確かに ある。 な 

お 自白 すれば、 熊 本に 来たて であります。 私の 前に 誰 

か 英語 を受 持って おって、 私 は その後 を 引受けた。 ェ 

ド マンド. バ— クの 何とかい う 本であります が、 それ 

きらい 

は 私の 嫌な 本です。 これ 位 解らない 本 はない。 演説 

でも 英吉利 人が 解る ものなら ば 日本人が 字引 を 引いて 

解らない こと はない はずで ある。 が、 実際 解らない 本 

です。 その 解らない 物 を 教えた 時に 丁度 速 水 君が 生徒 



の 方で 後で 掊 えて 下さい。 チヨ ッと 複雑 過ぎて 簡単 

な 題に ならん ような 高尚な 事なん だろうと 思う。 何 か 

御 話しようと 思い ましたが、 実は 先刻 申 上げた ような 

訳で、 時間 もな し、 今日 も 人が 来ます し、 チッ とも 考 

えられない。 それ だからい う 事 は 余り 大した 事で は あ 

りません。 が、 もう 少しの 間、 極く 雑と したと ころ を 

こうむ 

御 話して 御免 蒙 る 事に しましょう。 

私 はこの 間 文展を 見に 行きました。 (私 は 御存知の 

通り、 職業が 職業です から、 御 話す る 事 は 一 般の 事で 

も、 あるいは 文芸と いう ことが 例に なったり、 また そ 

の 方から 出立す る 事が 多い かも 知れません から、 そ 



の 方に 興味の ない 方に は 御 気の毒で すが、 まあ 仕方が 

ない、 御 聴き を 願います。) で、 今 申しました ように、 

この間 文展を 見に 行きました。 それで 文展を 見て 

チヨ ッと 感じました。 どうも 私 は 文部省の 展覧会に 反 

対 をしたり、 博士 を 辞したり、 甚だ 文部省に 受けが 悪 

い 人間であります が 今度の 文展も 公 に は 書きません 

でした が、 どうも 大変 面白くありません でした。 殊に 

私 は 日本画の 方で、 まあそう だと 思います。 西洋画の 

方に ついても いえば いえます が、 その 方 は 後に して 置 

いて、 日本画の 方に ついて 申します。 

一向 面白くなかった。 あの 画の 内 どれ を 見ても 面白 



くない。 中には 例外 はあります けれども、 どれ を 見て 

も 面白くない。 唯 面白くない といっても 分らぬ から、 

訳 をい わなく ちゃな らんが、 どれ を 見ても ノッ ペリし 

お てぎわ 

ている。 ノッ ペリして いると いう 意味 は 御手 際が 好い 

ま 

というので、 褒めて いるの かとい えば、 そうで はない _ 

悪く言う 意味で、 御手 際が 大変 好い のです。 言葉 を換 

えてい えば、 腕力 は ある、 腕の 力 は ある。 それじゃ 何 

処が 悪い かと 言えば、 頭がない。 頭がなくて 手 だけで 

描いて いる。 職人 見た ような ものである。 そうまで い 

うと 御 気の毒 だから、 それだけ は 公に しません。 —— 

これ だけ 公に してい れば 沢山 だが —— 私 は 別に 画家 や 



きょし どうさ 

ナ— が —— 態度 及び 挙止 動作が —— ノ ッ ペリして いる 

人間で、 手 を 出して 握手 をしたり する。 下層社会の 女 

ようす い 

などが よく あの人 は 様子が 宜 いという こと をい うが、 

ふめんぼく 

様子が 宜ぃ 位で 女に 惚れられ るの は、 男子の 不面目 だ 

と 思います。 様子が 宜 いという の は、 人 を 外ら さない 

という ことになる。 唯 御座な リを 言う という ことにな 

あた さわ 

る。 余り ブ ツキ ラボ— でない、 当り 触りが 宜 いという 

あざ や まこと 

ので 御座います。 鮮 かで 穏 かで { 是に宜 い。 それ は 悪 

い 事と は 思いません。 そういう 人に 接して いる 方が 野 

蛮人に 接して いるより は宜 い。 一 口 感情 を 害しても 直 

ぐに 擲られ ると いうよう な 人より 宜ぃ。 それ を 攻撃す 



ント ルマンに 比較して 考えた のであります。 

ある 

それから その 次に 或 人が 外国から 帰って 展覧会 を 開 

いた、 それ を 見に 往 きました。 二人で ありました。 そ 

の 一 人の 絵 を 見る と、 油絵で 西洋の 色々 な 絵 を 描いて 

いる。 アンプ レツ ショニ ストの ような 絵 も 描いて いる _ 

クラシカルな、 ル ー ベ ンス などに 非常に 能く 似た よう 

な 絵 も 描いて いる。 仏蘭西 派で あるが、 あれ を 公平に 

考えて 見る と、 彼の 人 は 何処に 特色が あるだろう。 

他人の 絵 を 描いて いる。 自分と いう ものが 何処に もな 

ラま まず 

いようで すね。 巧い 拙い にか かわらず、 他人の 描いた 

ような もの はいくら でも 描 くんです が、 それじゃ 自分 



意味 じ やない。 私 は 往来 を 歩いて いる 一人の 人 を捉ま 

えてこう 観察す る。 この 人 は 人間の 代表者で ある。 こ 

う 思います。 そうでしょう 神様の 代表者 じ やない、 人 

きんじゅう 

間の 代表者に 間違い はない。 禽獣の 代表者 じ やない、 

人間の 代表者に 違いない。 従って 私が 茲処 にこう 立つ 

ている と、 私 はこれ で ヒュ— マン • レ —ス をレプ レゼ 

ント して 立って いるので ある。 私が 一人で 沢山 ある 人 

間 を 代表して いると、 それ は 不可ん 君 は 猫 だと 意地悪 

くいう ものが あるか も 知れぬ。 もし 貴方が たがこう 

いったら、 そうしたら、 いや 猫 じ やない、 私 は ヒュ— 

マン. レ ー スを 代表して いるので あると、 こう 断言す 



は 人の 真似 をす る ものである。 私 も 人の 真似 をして こ 

れ まで 大きくな つた。 私の 所の 小さい 子供な ども 非常 

に 人の 真似 をす る。 一歳 違いの 男の 兄弟が あるが、 兄 

貴が 何 か 呉れろ といえば 弟 も 何 か 呉れろ という。 兄が 

要らない といえば 弟 も 要らない という。 兄が 小便が 

したいと いえば 弟 も 小便 をしたい という。 それ は 実に 

すべ 

ひどい ものです。 総て 兄の いう 通り をす る。 丁度 その 

後から 一 歩 一 歩つ いて 歩いて いるよう である。 恐る ベ 

く 驚く ベ く 彼 は 模倣者で ある。 

近頃 読んだ 本でありません が マンテガッツァの 

『フ イジ ォロ ジ— . ェ ンド • エキス プ レシ ョ ン』 と いう 



時間が ないから 略して 置きます。 とにかく 大変 人は模 

倣 を 喜ぶ もの だとい うこと、 それ は 自分の 意志からで 

す、 圧迫で はない のです。 好んで 遣る、 好んで 模倣 を 

する K, 一です 

同時に 世の中に は、 法律と か、 法則と かいう ものが 

ひとたば 

あって、 これ は 外圧 的に 人間と いう もの を 一束に しょ 

うとす る。 貴方が たも 一 束に されて 教育 を 受けて いる _ 

じつ ぱ ひと 

十 把 一 からげ にして 教育され ている。 そうしな いと 始 

末に 終えない から、 やむをえず 外圧 的に 皆さん を 圧迫 

している ので ある。 これ も 一種の 約束で、 そうしない 

と 教育 上に 困難で あるから である。 その 約束、 法則と 



が ある。 その 意味で 私なら 私が、 人間 全体 を 代表す る 

ことが 出来る 資格 を 有ち 得る のであります。 

私 は 人間 を 代表す ると 同時に 私自身 を も 代表して い 

る。 その 私自身 を 代表して いると いう 所から 出立し 

て 考えて 見る と、 イミ テ ー シ ョ ン という 代りに イン デ 

ぺ ン デントと いう 事が 重き を 為さなければ ならぬ。 人 

がする から 自分 もす るので はない。 人が そうすれば I 

I 他人 は 朝飯に 粥 を 食う 俺 は パン を 食う。 他人 は i 冋麦 

を 食う 俺 は 雑煑を 食う、 われわれ は 自分勝手に 遣ろう 

おまえ ばい 

御前 は 三 杯 食う 俺 は 五 杯 食う、 というよ うなそう いう 

事 は イミ テ— シ ヨンで はない。 他人が 四 杯 食えば 俺 は 



ランデス とい う 人が イブ セ ン が 来た か ら 歓迎会 を 開 マ J 

うとい うと、 イブ セン はそん な 歓迎会な ど は 御免 蒙る 

と 言って いる。 しかし 折角の 催しで 人数 も 十二 人 だけ 

だからといって、 漸く イブセン を 説き伏せた。 面倒 

を 省く ために イブセンの 泊って いる 宿屋で、 帝国 ホテ 

ル見 たような ところで 開く という ことにな リ、 それで 

いよいよ 当日に なって 丁度 宜ぃ 時刻に なった から、 ブ 

ランデス は イブセンの 室に 行つ て ドア— をコッ コッと 

叩いて、 衣服の 用意 は 出来た かと 外から 聞いたら、 ィ 

ブ セン 曰く 衣服な ど は 持って おらぬ、 自分 は 決して 服 

装な ど は 改めた 事 はない。 シャツ を 着て いる。 シャツ 



とにかく 一 一通りの 人間が あると いう こと を 言う が、 こ 

ほんとう 

れ はこの 両面 を 持って いると いうの が、 これが 本統の 

事でしょう。 いくら オリ ヂナル の 人で も イミ テ ー ショ 

ンの 分子 を 何処かに 持って いる。 イミ テ— シ ヨンの 側 

に 立つ て 考える と、 これ はどうい う 人が イミ テ ー タ— 

かとい うと、 要するに イミ テ ー タ— という もの は 人の 

真似 をす る。 それ だから 自分に 標準 はない。 あるいは 

あっても 標準 を 立て通す だけの 強い 猛烈な 勇気 を 欠い 

ている か、 どっち かなので ある。 しかしながら イン デ 

めやす 

ペン デントの 側の 方 は、 自分に 一種の 目安が ある。 ァ 

イデ アル. セン セ ー シ ヨン、 それが 個人的に なって おつ 



ると 思う です。 

元来 私 はこうい う 考え を 有って います。 泥棒 をして 

ちょうえき こうしゅだい のぞ 

懲役に された 者、 人 殺 をして 絞首台に 臨んだ もの、 I 

I 法律上 罪になる というの は 徳義 上の 罪で あるから 

お お ゃナ しょ ナ、， 

公 に 所 刑 せらる るので ある けれども、 その 罪 を 犯し 

た 人間が、 自分の 心の 径路 を ありのままに 現わす こと 

が 出来たならば、 そうして そのまま を 人に イン プ レツ 

ス する 事が 出来たならば、 総ての 罪悪と いう もの はな 

いと 思う。 総て 成立 しないと 思う。 それ をし か 思わせ 

るに 一番 宜 いもの は、 ありのまま を ありのままに 書い 

た 小説、 良く 出来た 小説です。 ありのまま を ありの ま 



う もの は 非常に 強烈で なければ ならぬ。 のみならず そ 

の 強烈な 上に 持って来て、 その 背後に は 大変 深い 背景 

を 背負った 思想な リ 感情な りがなければ ならぬ。 如何 

となれば、 もし 薄弱なる 背景が ある だけなら ば、 徒 

に イン デぺ ン デント を 悪用して、 唯 世の中に 弊害 を 与 

える だけで、 成功 はとても 出来ない からで ある。 

t 処に 成功と いう 意味に ついても 説明 を 要する。 ま 

た 強い 背景と いう 事に ついても 説明 を 要する が、 強い 

背景と いう もの は 何 だとい うと、 それ は 別な もので は 

しきた 

ありません。 例えば 私なら 私が 世の中の 仕来りに 反し 

たこと を、 断言し、 宣言し、 そうして それ を 実行す る _ 



の 遣 方の 実際 を 見ないで、 結果ば かり を 見て いうので 

ある。 その 遣 方の 善し悪し など は 見ないで、 唯 結果ば 

かり 見て 批評 をす る。 それで あの人 は 成功した とか 失 

敗した とかいう けれども、 私の 成功と いうの はそう い 

う 単純な 意味で はない。 仮 4p その 結果 は 失敗に 終って 

も、 その 遣る ことが 善い こと を 行い、 それが 同情に 値 

いし、 敬服に 値い する 観念 を 起させれば、 それ は 成功 

である。 そういう 意味の 成功 を 私 は 成功と いいたい。 

十字架の 上に 磔 に されても 成功で ある。 こういうの 

は 余り 宜ぃ 成功で はない かも 知らぬ が、 成功に は 相違 

ない。 これ は テンポ ラルな 意味で 宗教 的の 意味で はな 



テ— シ ヨンの 方が 先に 滅亡す るかであって、 大した 違 

いはない。 片方 だけ を 悪い と は 決して 言わない。 両方 

おのおの 

とも 各 M 存在す るに は 存在す ベ き 理由が あ つ て 存在し 

ている ので ある。 殊に 教育 を 受ける 諸君の 如き ものに 

向って 規則 をな くしたら とても 始末が 付かない。 また 

兵式体操な ども 出来ない。 子供の 内 は 親の いう ことば 

いちにんまえ 

かり 聞いて おっても、 段々 一人前になって 来る と イン 

デぺ ン デントと いう もの は 自然に 発達して 来る。 また 

発達しても 然るべき ような 時期に 到着す るので ありま 

す。 一 概に唯 イン デ ペン デントで あると いう こと を 主 

張す るので はない のであります。 



あります。 

文展を 見ても どうも そ つちの 方が 欠乏して いるよう 

に 見える ので、 特にそう いう 点に 重き を 置いて、 御 参 

考 のために 申し上げ たような 次第であります。 

(第 一 高等学校 校友会 雑誌 所載の 筆記に よる) 

II 大正 二 年 十二月 十二 日 第 一 高等学校 において —— 



底本 ： 「漱 石文 明 論集」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1986 (昭和 S) 年^ 月 S 日 第 1 刷 発行 

1998 (平成^) 年 7 月 M 日 第が 刷 発行 

※底本で、 表題に 続いて 配置され ていた 講演の 日時と 

場所に 関する 情報 は、 ファイル 末に 地 付きで 置き まし 

た。 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 双 沢 薫 

2 001 年 3 月が 日 公開 

2 oo 4 年 2 月が 日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



